
　萩市内には椿町、椿東、椿八幡宮など椿の名が多く用いられ、
越ヶ浜の虎ヶ崎には椿の大群生林があるなど「椿」とかかわり
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　西欧の植物図譜（ボタニカルアート）にも数多く描かれ、フ
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邪魔をしないことから愛され、アレクサンドル・デュマの小説
やヴェルディによってオペラ化された「椿姫」が生まれました。
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旧
年
は
国
内
外
で
多
く
の
出
来
事
が

起
こ
り
、
忘
れ
得
ぬ
、
歴
史
に
残
る
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
で
は
３
・
11

の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
の
被
害
は
今

な
お
大
き
な
傷
痕
を
残
す
戦
後
最
大
の

惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
外
で
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」、
欧
州

の
信
用
不
安
、
北
朝
鮮
の
金

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
総

書
記
の
急
死
な
ど
世
界
に
大
き
な
波
紋

を
投
げ
か
け
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
昨
秋
の
「
お
い
で
ま
せ
山
口
国

体
お
よ
び
山
口
大
会
」
は
大
盛
会
、
萩

会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
勢
い
に
の
っ
た
か
の
よ
う
に
萩
商

工
高
校
が
県
大
会
で
連
続
10
回
通
算
18

回
と
い
う
県
内
で
未
踏
の
勝
利
記
録
を

達
成
し
、
花
園
で
の
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
萩
東
中
学
校
は
全
国

中
学
校
駅
伝
大
会
で
並
み
居
る
強
豪

チ
ー
ム
を
相
手
に
堂
々
準
優
勝
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
年
の
瀬
に
感
動
、

感
激
を
与
え
て
く
れ
る
嬉
し
い
話
題
で

し
た
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
る
東
西
・
南
北
の

自
動
車
道
が
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

竣
工
し
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
萩
・
三
隅
道
路
」（
三
隅
―
萩

（
椿
））
は
萩
と
長
門
と
の
時
間
距
離
が

短
縮
さ
れ
、
一
般
利
用
の
利
便
化
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
萩
・
長
門
の
観
光
協

力
の
推
進
や
萩
・
長
門
の
共
同
事
業
の

清
掃
工
場
の
建
設
・
運
営
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。「
小
郡
・

萩
地
域
高
規
格
道
路
」（
美
祢
東
Ｊ
Ｃ

―
絵
堂
Ｉ
Ｃ
）
は
、
新
幹
線
の
新
山
口

駅
や
山
口
宇
部
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
時

間
が
短
縮
さ
れ
便
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か

に
大
事
か
は
、
東
日
本
大
震
災
で
証
明

さ
れ
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
す
。

被
災
地
に
救
援
物
資
等
が
早
期
に
搬
送

で
き
た
の
は
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

機
能
し
た
か
ら
で
す
。
道
路
の
費
用
対

効
果
論
が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
平
時
と

と
も
に
有
事
の
効
果
も
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
糧
生
産
基
地
に
と
っ
て
農
林
水
産

物
の
物
流
、
観
光
都
市
に
と
っ
て
の
人

的
交
流
等
に
は
交
通
基
盤
の
整
備
は
不

可
欠
の
課
題
。
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ

れ
ば
、
萩
か
ら
遠
隔
地
へ
の
通
勤
も
可

能
と
な
り
定
住
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
経
済
再
生
の
大
き
な
手
段
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
、
東
西
・
南
北
の
自
動
車
道
の

一
日
も
早
い
全
線
開
通
を
目
指
し
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
の
皆

様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
会
長

　阿武川流域材をふんだんに活用した
木のぬくもりある小中併設の新校舎を
新設。日本一元気な島・大島の次代を
担う学びの拠点です。

小学校・中学校の新校舎が
完成

大島
３月

２０１１年は10月の国体開催や、小郡萩道路・萩三隅道路が完成
した年でしたが、皆さんの故郷の新たなスポットを紹介します。

　茅葺民家と棚田景観が残る萩往還沿
いの宿場町・佐々並市が選定されまし
た。市内では４地区目となり、京都市
に並び全国最多。ウォーキングブーム
の中、萩往還が注目を集めています。

佐々並市が国の重要伝統的
建造物群保存地区に選定

旭
６月

　県指定文化財、西堂寺六角堂に模し
た「憩いの湯」は、新しい泉源を掘削
し、腰痛・肩こりなどに効能があります。

田万川温泉「憩いの湯」
がリニューアルオープン

田万川
11月

　須佐弥富と阿武町福賀にまたがる伊
良尾山が約30万年前に噴火したときの、
溶岩の流れなど噴火の過程を見ること
ができる全国的にも珍しい地層です。

イラオ山の火山灰層
展示施設が完成

弥富・阿武町
11月

　須佐湾の景観を生かした観光ワンプ
ロジェクトとして、ゴールデンウィー
ク、夏休み期間中に運航しました。

須佐湾観光遊覧船を
運航

須佐
ＧＷ、夏休み

　４月から 11 月までの運航期間に約
1,600 人が県内最大級のダム湖や雄大
な景観を楽しみました。

萩・長門峡観光遊覧船が
正式運航開始

川上
４月



2012年１月（第103号）3

　

伝
三
郎
は
古
美
術
品
に
造
詣
が
深
く
、

特
に
茶
道
具
に
対
し
て
卓
抜
な
鑑
識
眼

を
も
ち
、
名
作
逸
品
の
収
集
に
つ
と
め

ま
し
た
。
大
阪
の
藤
田
美
術
館
に
は
、

国
宝
９
点
、
国
の
重
要
文
化
財
50
件
を

含
む
名
品
約
５
０
０
０
点
が
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
今
年
秋
、
伝
三
郎
が
収
集
し
た
逸
品

の
数
々
を
故
郷
の
萩
博
物
館
で
公
開
し

ま
す
。

1841 〜 1912

△康
こうらくかん

楽館（1910 年）
日本最古の芝居小屋（国
の重要文化財に指定）。
一世紀を経て今なお歌舞
伎や寄席を上演

△藤田美術館／春季（3〜6月）と秋季（9〜
12月）に開館。大阪市都島区網島町10-32

（太
たいこうえん

閤園に隣接、06・6351・0582）
JR 東西線：大阪城北詰駅から徒歩約 1 分、
京阪電車：京橋駅片町口から徒歩 7 分

児島湾干拓地

　

今
年
は
、明
治
期
、関
西
財
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
「
東
の
大
倉
、西
の
藤
田
」

と
並
び
称
さ
れ
た
藤
田
伝
三
郎
の
没
後

１
０
０
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

萩
博
物
館
で
は
４
月
10
日
ま
で
、
企

画
展
「
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
萩
の
産

業
人
脈
〜
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時
代

〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

伝
三
郎
は
天
保
12
年
（
１
８
４
１
）

萩
城
下
の
南
片
河
町
に
生
ま
れ
、
明
治

維
新
後
「
実
業
界
に
入
り
て
国
家
に
貢

献
す
る
」
と
、
大
阪
に
出
て
藤
田
組
を

設
立
。
日
本
の
近
代
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　

明
治
17
年
、
小
坂
鉱
山
（
銀
山
）
の

払
い
下
げ
を
受
け
た
藤
田
組
は
、
銀
鉱

　

明
治
20
年
、
藤
田
組
は
大
森
鉱
山
を

買
収
し
操
業
を
開
始
。
銅
富
鉱
を
発
見

す
る
と
金
・
銀
を
含
む
型
銅
を
つ
く
り
、

小
坂
鉱
山
に
送
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
、
藤
田
組
が
干
拓
事
業
に

着
手
し
、
５
９
５
ha
、
東
京
ド
ー
ム
約

１
３
０
個
分
の
広
さ
に
日
本
最
初
の
直

営
機
械
化
農
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
大

正
元
年
に
は
藤
田
村
が
創
設
さ
れ
、
さ

石
の
減
少
な
ど
で
経
営
の
危
機
に
陥
り

ま
し
た
が
、
新
し
い
黒
鉱
製
錬
技
術
の

開
発
に
よ
り
銅
山
と
し
て
再
生
し
、
日

本
屈
指
の
産
銅
量
を
誇
り
ま
し
た
。

小
坂
鉱
山
…
日
本
屈
指
の

産
銅
量

大
森
鉱
山
（
石
見
銀
山
）

…
今
は
世
界
遺
産
に

児
島
湾
の
干
拓
…
日
本
初

の
直
営
機
械
化
農
場

秋
田
県

島
根
県

岡
山
県

ら
に
児
島
湾

干
拓
地
の
守

護
神
と
し
て

藤
田
神
社
が

創
建
さ
れ
ま

し
た
。
今
は

岡
山
市
。

　

大
阪
商
法
会
議
所
（
大
阪
商
工
会
議

所
の
前
身
）
を
創
設
し
、
明
治
18
年
に

は
２
代
目
会
頭
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

大
阪
紡
績
（
東
洋
紡
の
前
身
）
や
阪

堺
鉄
道
（
南
海
鉄
道
の
前
身
）、
大
阪

日
報
（
毎
日
新
聞
の
前
身
）
の
設
立
な

ど
明
治
初
期
の
大
阪
衰
退
期
に
関
西
財

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

歌
：
美
空
ひ
ば
り
、
作
詞
・
作
曲
：
小

椋
佳
（
昭
和
61
年
）

　

銀
幕
の
ス
タ
ー
、
そ
し
て
数
々
の

ヒ
ッ
ト
曲
を
放
っ
た
昭
和
の
大
ス
タ
ー

“
御
嬢
”こ
と
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ

た
萩
の
曲
。

　

１
９
８
６
年
の
美
空
ひ
ば
り
芸
能
生

活
40
周
年
を
記
念
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た

ア
ル
バ
ム
「
旅
ひ
と
と
せ
」
は
、
全
編

小
椋
佳
の
作
詞
作
曲
で
、
失
恋
し
た
男

性
が
日
本
各
地
を
一ひ

と
と
せ年
か
け
て
放
浪
す

る
全
12
曲
。
ひ
ば
り
は
こ
の
３
年
後
、

89
年
（
平
成
元
年
）
に
他
界
。

　

歌
詞
に
は
指
月
山
や
菊
ケ
浜
も
登
場

し
、
秋
の
空
に
は
い
わ
し
雲
。

「
萩
の
賑
い
」

　

い
わ
し
雲
行
く　

指
月
山
を

　

望
む
白
砂
菊
ヶ
浜

　

萩
の
城
下
の
鉤
の
手
道
で

　

出
会
う
娘
の
街
化
粧

萩
の
カ
ラ
オ
ケ
で
必
ず
歌
わ
れ
る

昭
和
の
大
ス
タ
ー
ひ
ば
り
が
歌
う

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
愛
読
者
か
ら

「
萩
の
歌
を
教
え
て
」
と
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
新
年
会
や
同

窓
会
、
同
郷
会
で
ぜ
ひ
歌
っ
て
い
た
だ

き
た
い
萩
の
歌
２
曲
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

歌
：
尾
形
大
作
、
作
詞
：
星
野
哲
郎
、

作
曲
：
浜
口
庫
之
助
（
昭
和
63
年
）

　

萩
の
観
光
関
係
者
で
は
歌
え
な
い
人

は
い
な
い
と
い
う
カ
リ
ス
マ
曲
。
平
成

元
年
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
ア
ル
バ
ム

賞
を
受
賞
し
た
「
敬

け
い
て
ん
あ
い
じ
ん

天
愛
人
〜
幕
末
青

春
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」（
幕
末
の
志
士
を

歌
っ
た
ア
ル
バ
ム
）
か
ら
の
シ
ン
グ
ル

カ
ッ
ト
版
で
、
高
杉
晋
作
や
桂
小
五
郎
、

西
郷
隆
盛
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
詞
に
、
吉
田
松•

陰
、
久•

•坂
玄
瑞
、

桂•

小
五
郎
、
高
杉
晋
作
（
＝
咲•

•く
）
の

名
を
そ
れ
と
な
く
入
れ
て
い
る
の
が
、

さ
す
が
山
口
県
の
作
詞
家
星
野
哲
郎
さ

ん
ら
し
い
と
こ
ろ
。

「
吉
田
松
陰
」

　

時
と
命
の 

全
て
を
賭
け
た

　

吉
田
松
陰 

憂
国
の

　

夢 

草
莽
に 

果
つ
る
と
も

　

松•

の
雫
は 

　

久•
•坂

に
宿
り

　

花
は
桂•

の 

　

枝
に
咲・

・く

※ Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube で聞くことが
　できます。
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「
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
３
月
14

日
、
韓
国
統
監
、
公
爵
伊
藤
博
文
を
乗

せ
た
軍
艦
「
淀
」
は
午
後
４
時
50
分
、

伊
予
松
山
郊
外
の
三
津
浜
沖
に
入
港
し

た
。
愛
媛
県
の
安
藤
知
事
ら
多
数
の
名

士
が
「
淀
」
の
艦
上
に
ま
で
出
迎
え
歓

迎
の
意
を
伝
え
た
。
一
行
は
艀

は
し
けで

次
々

に
三
津
浜
港
に
上
陸
し
た
が
、
こ
の
時

沖
合
い
の
淀
艦
か
ら
は
礼
砲
19
発
が
放

た
れ
た
。

　

伊
藤
公
ら
は
人
力
車
を
連
ね
て
伊
予

鉄
道
の
三
津
浜
駅
に
向
か
い
、
仕
立
て

ら
れ
た
特
別
列
車
で
松
山
・
道
後
駅
に

着
き
鮒ふ

な
や屋
旅
館
に
落
ち
着
い
た
」
と
地

元
紙
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

16
日
に
は
大
歓
迎
会
が
催
さ
れ
、
安

藤
愛
媛
県
知
事
ら
の
歓
迎
の
辞
に
応
え

て
伊
藤
公
は
「
思
い
返
す
と
、
私
の
祖

先
は
伊
予
国
か
ら
出
た
者
で
、
３
０
０

年
以
前
に
中
国
・
周
防
に
移
り
、
毛
利

氏
を
頼
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
慶
長

５
年
の
関
ヶ
原
の
役
の
あ
と
、
毛
利
氏

も
敗
軍
の
苦
難
を
極
め
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
つ
い
に
熊
毛
の
村
落
に
埋
も
れ

落
ち
ぶ
れ
て
、
ま
こ
と
に
僻へ
き
ち地

の
寒
村

に
住
居
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　

私
が
父
母
に
連
れ
ら
れ
て
萩
の
城
下

に
出
た
の
は
わ
ず
か
８
歳
の
時
で
、
以

来
幾
多
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
及
ん
だ

の
で
あ
り
ま
す
が
、
近
頃
当
地
伊
予
の

皆
さ
ん
が
調
査
に
尽
力
せ
ら
れ
、
周
防

移
住
以
前
の
事
績
が
た
い
へ
ん
明
確
に

な
り
ま
し
た
。
先
祖
の
林
通
起
が
慶
長

16
年
（
１
６
１
１
）
に
没
し
ま
し
た
か

ら
、
明
年
は
周
防
に
お
い
て
遠
祖
の

３
０
０
回
忌
を
営
む
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。
私
の
祖
先
は
当
国
か
ら
出
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
当
国
は
即
ち
祖
先
の
故

郷
で
あ
り
ま
す
。

　

古
人
の
言
に
「
錦
を
衣
て
故
郷
に
帰

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
私
は
逆

に
当
地
に
来
て
皆
さ
ん
か
ら
錦
を
着
せ

ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
致
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
に
満ま

ん
こ
う腔
の
熱
誠
を
も
っ
て
一

言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」。

　

当
時
の
地
元
紙
は
、
伊
籐
公
の
軍
艦

を
仕
立
て
て
の
来
県
を
、
雲

う
ん
じ
ょ
う
び
と

上
人
を
遇

す
る
か
の
よ
う
に
詳
し
く
報
じ
て
い
ま

す
。

　

伊
藤
博
文
は
、
１
８
４
１
年
（
天
保

12
）
林
十
蔵
の
長
男
と
し
て
熊
毛
郡

束つ
か
り荷
村
（
現
光
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

５
歳
の
と
き
、
父
十
蔵
は
単
身
萩
城
下

に
往
き
仲
間
伊
藤
直
右
衛
門
に
仕
え
、

や
が
て
見
込
ま
れ
て
養
子
に
入
り
ま
す
。

博
文
は
８
歳
の
と
き
母
と
共
に
父
の
元

に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

伊
藤
は
、
22
歳
の
文
久
３
年
３
月
に

士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
、
５
月
に
密
航

留
学
生
と
し
て
井
上
馨
ら
５
人
で
ロ
ン

ド
ン
に
向
か
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は「
長

州
五
傑
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
は
、
倒
幕
、
維
新
政
府
、
初

代
内
閣
総
理
大
臣
、
日
清
・
日
露
戦
争

と
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
、“
近
代

日
本
を
創
っ
た
男
”
と
評
さ
れ
ま
す
。

　

遠
祖
云
々
の
明
治
42
年
の
こ
の
時
期
、

伊
藤
は
初
代
の
韓
国
統
監
で
し
た
。
彼

は
２
月
、
統
監
と
し
て
韓
国
皇
帝
の
国

内
巡
幸
の
随
伴
を
終
え
て
帰
国
し
、
休

暇
の
後
、
か
ね
て
か
ら
の
思
い
を
果
た

す
べ
く
伊
予
の
地
を
訪
れ
た
の
で
す
。

報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
３
月
26
日
、
伊

藤
は
知
事
ら
を
従
え
て
人
力
車
で
松
山

停
車
場
に
向
か
い
特
別
列
車
で
、
遠
祖

林
家
が
興
っ
た
地
「
郡

ぐ
ん
ち
ゅ
う

中
」
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

駅
で
は
郡
長
を
は
じ
め
多
数
が
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
出
迎
え
、
町
内
に
は

戸
毎
に
国
旗
を
掲
げ
て
歓
迎
の
意
を
表

し
ま
し
た
。
歓
迎
会
の
懇
談
中
、
博
文

は
「
こ
の
地
に
寺
町
は
あ
る
か
ね
」
と

尋
ね
た
と
い
い
ま
す
。
博
文
が
わ
ざ
わ

ざ
郡
中
を
訪
れ
た
の
は
“
遠
祖
の
地
”

を
そ
の
目
で
確
か
め
、
更
な
る
手
掛
か

り
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
博
文
の
心
中
を
察
し
得
な
い
歓
迎

委
員
が
「
存
じ
ま
せ
ん
が
・
・
」
と
軽

く
答
え
た
た
め
、博
文
は
“
心
の
想
い
”

に
そ
れ
以
上
は
触
れ
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

伊
予
市
教
育
委
員
会
の
沖
野
新
一
氏

に
よ
り
ま
す
と
、
滞
在
中
博
文
は
求
め

に
応
じ
て
当
地
江
山
焼
の
抹
茶
碗
に

春し
ゅ
ん
ぽ畝

山
人
の
雅
号
で
揮き

ご
う毫

し
た
と
い

い
、
作
品
は
今
も
伊
予
市
立
図
書
館
で

保
管
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
面

白
い
の
は
、
こ
の
町
の
五ご

し
き
は
ま

色
浜
の
五
色

の
小
石
が
気
に
入
り
、
俵
に
三
俵
も
の

石
を
大
礒
の
自
邸
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と

で
す
。
大
礒
の
伊
藤
家
の
庭
園
の
一
隅

に
は
、「
伊
予
国
郡
中
」
の
五
色
の
石

が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

位
く
ら
い
人じ

ん
し
ん
身
を
極
め
た
公
爵
伊
藤
博
文

も
、
69
歳
の
こ
の
時
期
、
表
の
要
職
の

顔
と
は
別
に
心
は
老
境
の
域
に
至
り
、

自
分
の
中
の
自
分
を
見
つ
め
て
自
ら
の

ル
ー
ツ
に
深
く
思
い
を
致
し
て
い
た
こ

と
が
窺

う
か
がえ
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
藤
博
文
は
、
松
山
訪
問
２
か
月
後

の
６
月
、
韓
国
統
監
を
辞
し
て
四
た

び
枢
密
院
議
長
に
な
り
ま
し
た
。
10

月
、
伊
藤
は
桂
太
郎
首
相
や
後
藤
新
平

逓て
い
し
ん信
相
の
要
請
を
入
れ
て
、
満
州
視
察

と
日
露
関
係
調
整
の
た
め
満
州
に
渡
り

聞きかじり歴史散歩 ３

伊藤博文
（1841 〜 1909）
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ま
し
た
。
移
動
中
の
26
日
、
ハ
ル
ビ
ン

駅
頭
で
朝
鮮
独
立
運
動
家
、
安

ア
ン
・
ジ
ュ
ン
グ
ン

重
根

に
狙
撃
さ
れ
波
乱
万
丈
の
人
生
を
終
え

た
の
で
す
。
狙
撃
に
よ
っ
て
血
染
め
に

な
っ
た
博
文
の
絹
の
シ
ャ
ツ
は
、
い
ま

も
県
立
山
口
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

博
文
は
こ
の
年
、
実
際
に
山
口
県
光

市
の
旧
束
荷
村
の
旧
宅
地
と
そ
の
周
辺

を
買
っ
て
、
世
話
人
を
立
て
て
別
邸

を
建
設
中
で
、
完
成
祝
い
は
遠
祖
の

３
０
０
回
忌
と
併
せ
て
翌
年
執
り
行
う

と
世
話
人
に
告
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
結
局
、
博
文
は
“
ふ
る
さ
と
の

別
邸
”
を
見
る
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。
先
年
、
末
孫
の
伊
藤
博
雅

氏
に
お
話
を
伺
い
ま
す
と
「
苦
労
し
て

立
身
出
世
し
た
彼
に
と
っ
て
、
遠
祖
を

想
う
気
持
ち
は
私
た
ち
の
想
像
を
超
え

る
格
別
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

と
感
慨
深
げ
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
、
光
市
の
こ
の
建
物
は
、
博
雅
氏
が

名
誉
館
長
を
勤
め
る「
伊
藤
公
資
料
館
」

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

（
高
木
正
熙　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

【
参
考
】「
伊
予
市
誌
」「
い
よ
し
の
文

化
財
」「
愛
媛
新
聞
」、「
伊
藤
博
文
― 

近
代
日
本
を
創
っ
た
男
」（
伊
藤
之
雄
）、

「
伊
藤
博
文 
― 

知
の
政
治
家
」（
瀧
井

一
博
）

■伊藤公資料館
生家と旧伊藤博文邸の間に位置するレンガ造りの明治風建築
住所　光市大字束荷 2250 番地 1 　☎ 0820-48-1623  
開館時間　9：00 〜 17：00
休館日　月曜日、12 月 29 日〜１月３日
入館料　一般 440 円

▼
阿
武
小
学
校
が
開
校
（
４
月
）

　

耐
震
と
施
設
の
近
代
化
の
た
め
進

め
ら
れ
て
き
た
奈
古
小
学
校
の
改
築

工
事
が
完
了
し
、校
名
も
新
た
に「
阿

武
小
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

▼
国
道
１
９
１
号
が
３
回
に
わ
た
り

通
行
途
絶
（
５
・
７・
９
月
）

　

町
を
縦
断
す
る
大
動
脈
国
道

１
９
１
号
（
木
与
〜
宇
田
間
）
が
３

回
、
延
べ
11
日
間
に
わ
た
り
全
面
通

行
止
め
と
な
り
、
町
民
生
活
や
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

▼
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
を
宇
田
で

開
催
（
８
月
19
日
）

　
「
近
い
よ
う
で
遠
い
『
ふ
る
さ
と
』

を
毎
年
届
け
て
い
た
だ
く
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
私
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
の
楽
し
み
で
す
。
遠
い
故
郷
を
身

近
に
感
じ
て
い
ま
す
」。
こ
れ
は
町

が
制
作
し
て
い
る
“
阿
武
町
ふ
る
さ

と
カ
レ
ン
ダ
ー
”
を
購
入
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
町
出
身
の
方
か
ら
の
ご

意
見
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
阿
武
町
の
こ
と
を
懐
か

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
制
作
し
、

平
成
24
年
版
は
、『
永
遠
の
ふ
る
さ

と
』
を
テ
ー
マ
に
阿
武
町
の
“
い
ま
”

“
む
か
し
”を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、“
き

れ
い
な
”
風
景
写
真
を
中
心
に
あ
た

た
か
で
心
の
な
ご
む
写
真
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
町
内
の
全
世
帯
と
全
国

か
ら
予
約
の
あ
っ
た
約
４
０
０
人
に

発
送
し
ま
し
た
。

在庫はわずかです。購入を希望される方
は１部 500 円（送料込み）で販売しま
すので、阿武町役場総務課（08388・2・
3111） までお問い合わせください。

阿武町

▼
地
域
高
規
格
道
路
「
小
郡
萩
道
路
」

が
絵
堂
ま
で
開
通
、「
萩
・
三
隅
道
路
」

（
山
陰
道
）
が
全
線
開
通

　

10
月
の
山
口
国
体
に
合
わ
せ
、
５
月

に
萩
と
小
郡
を
南
北
に
結
ぶ
小
郡
萩
道

▼
数
字
で
見
る
萩
（
２
０
１
０
年
）

①
萩
地
域
の
観
光
客
数
は
１
５
１
万
人
、

宿
泊
数
は
48
万
人

②
国
勢
調
査
で
、
人
口
は
５
万
３
７
４

７
人
、
世
帯
数
は
２
万
３
０
９
３
世
帯
。

町
村
部
で
は
10
％
を
超
え
る
減
少
率
、

全
体
で
7.3
％
。

▼
新
萩
図
書
館
が
完
成
（
３
月
）

　

旧
市
民
球
場
の
あ
っ
た
中
央
公
園

路
が
開
通
し
高

速
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
便
利
に
、

９
月
に
萩
と
長

門
を
東
西
に
結

ぶ
萩
・
三
隅
道

路
が
開
通
し
将

来
の
山
陰
自
動

車
道
の
一
翼
を

担
い
ま
す
。

（
江
向
）
に
隣

接
し
て
、
新
萩

図
書
館
が
開
館
。

年
中
無
休
で
夜

９
時
ま
で
利
用

で
き
、
電
子
図

書
館
な
ど
新
た

な
機
能
も
導
入
。
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２
０
０
３
年
に
、
日
米
英
な
ど
の
政

府
首
脳
が
ヒ
ト
の
設
計
図
で
あ
る
ヒ
ト

全
遺
伝
子
配
列
（
正
式
に
は
ヒ
ト
ゲ
ノ

ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
の
解
読
完
了
を
宣
言
し
ま

し
た
。
人
類
史
上
の
こ
の
画
期
的
な
偉

業
が
、
社
会
に
、
ま
た
医
療
に
ど
の
よ

う
な
変
革
を
も
た
ら
す
の
か
、
多
く
の

人
々
は
興
味
と
期
待
を
も
っ
て
み
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
人
類
の

大
敵
で
あ
る
「
が
ん
」
の
科
学
は
急
速

に
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
医

療
関
連
産
業
も
ま
た
、
将
来
の
こ
と
と

思
わ
れ
て
い
た
「
が
ん
」
治
癒
に
向
け

た
個
別
化
医
療
（
患
者
個
々
に
最
も
適

し
た
医
療
）
に
向
か
っ
て
動
き
は
じ
め

ま
し
た
。
私
は
、
過
去
10
年
間
、
企
業

活
動
の
中
で
こ
の
大
き
な
う
ね
り
を
目

の
当
た
り
に
み
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、

医
療
分
野
で
今
何
が
お
こ
っ
て
い
る
の

か
、
当
社
の
が
ん
分
野
の
活
動
を
例
に

と
り
な
が
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
血
液
、
尿
な
ど
か
ら
病
気

を
し
ら
べ
る
臨
床
検
査
分
野
で
、
新

し
い
製
品
を
研
究
開
発
し
生
産
・
販

売
し
て
い
る
国
内
最
大
手
の
企
業
で

す
。
海
外
の
売
り
上
げ
が
約
70
％
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
製
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
以
降
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

加
え
て
、
い
ち
早
く
が
ん
の
個
別
化
医

療
に
向
け
た
新
し
い
製
品
の
開
発
を
始

め
ま
し
た
。
が
ん
治
療
で
は
、
再
発
の

可
能
性
の
程
度
を
知
り
、
患
者
個
々
に

最
も
適
し
た
治
療
を
す
る
個
別
化
医
療

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
が
ん
転
移
の
指
標
と
し
て

最
も
大
事
な
リ
ン
パ
節
転
移
を
検
査
す

る
遺
伝
子
検
査
法
を
７
年
が
か
り
で
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
早
期
乳
が
ん

患
者
の
が
ん
組
織
に
最
も
近
い
リ
ン
パ

節
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
検
査

結
果
は
、
患
者
個
々
に
対
し
て
、
手
術

範
囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
、
ま
た
手

術
後
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
か
ど
う

か
、
を
決
定
す
る
大
事
な
判
断
材
料
に

な
り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
遺
伝
子
技
術

を
利
用
し
た
画
期
的
な
も
の
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
乳
が
ん
組
織
中
の
あ
る
種
の
た
ん

ぱ
く
質
を
測
定
し
、
再
発
の
可
能
性
を

判
定
し
、
患
者
個
々
に
適
切
な
治
療
を

行
う
個
別
化
医
療
の
た
め
の
検
査
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
ま
さ
し
く
、
こ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
検
査
技
術
が

誕
生
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

現
在
、
日
米
欧
の
企
業
に
お
い
て
、
が

ん
細
胞
の
元
に
な
る
幹
細
胞
な
ど
の
研

究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
新
し
い

検
査
技
術
や
医
薬
が
誕
生
す
れ
ば
、
が

ん
の
克
服
も
夢
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
よ
う
に
企
業
は
、
２
０
０
０
年

以
降
の
生
命
科
学
の
急
速
な
進
歩
を
背

景
に
、
予
想
以
上
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

明
倫
小
学
校
高
学
年
の
時
に
、
水
練

池
側
の
校
舎
の
２
階
に
あ
っ
た
教
室
で
、

松
陰
語
録
の
素
読
を
し
た
こ
と
が
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
担
任
の
先
生

自
ら
が
作
成
し
た
ガ
リ
版
刷
り
の
小
冊

子
は
、「
志
を
立
て
て
も
っ
て
万
事
の

源
と
な
す
」
な
ど
の
「
志
」
を
主
と
し

た
内
容
で
し
た
。

　

こ
こ
20
年
間
は
頻
繁
に
欧
米
に
行

き
、
企
業
の
幹
部
、
ま
た
大
学
の
著
名

な
科
学
者
と
議
論
を
交
え
ま
し
た
。
文

臨
床
検
査
分
野
の
ト
ッ
プ
企
業

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
㈱
顧
問

岩
㟢
為た

め

お雄
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
明
倫
小
、

明
経
中
、萩
高
を
経
て
大
阪
大
学
卒
・

同
大
学
院
を
修
了
、
理
学
博
士
。

　

１
９
７
２
年
か
ら
75
年
ま
で
米
国

留
学
を
経
て
田
辺
製
薬
に
入
社
。
研

究
開
発
企
画
セ
ン
タ
ー
長
、
創
薬
研

究
所
長
な
ど
技
術
系
の
ト
ッ
プ
を
歴

任
。
99
年
か
ら
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
へ
、

技
術
系
お
よ
び
新
事
業
部
門
な
ど
全

体
を
統
括
、
取
締
役
、
常
務
を
経
て

２
０
０
９
年
６
月
か
ら
現
職
。

　

そ
れ
以
外
に
神
戸
市
顧
問
な
ど
も

務
め
て
い
る
。
こ
の
間
、
大
学
の
研

究
拠
点
を
選
ぶ
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
選
考

委
員
、
経
済
成
長
戦
略
の
バ
イ
オ
部

門
の
委
員
、
神
戸
市
医
療
産
業
都
市

構
想
の
委
員
な
ど
多
く
の
公
的
委
員

を
務
め
る
。
そ
の
他
、
大
阪
大
、
長

崎
大
な
ど
７
大
学
の
非
常
勤
講
師
も

務
め
る
。

（
萩
市
北
古
萩
出
身
、兵
庫
県
芦
屋
市

在
住
、
萩
高
校
昭
和
36
年
卒
、
69
歳
）

化
は
異
な
っ
て
も
、「
志
」
は
ま
さ
し
く
、

お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
の
共
通
の
言

語
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
ド
イ
ツ
人

と
オ
ラ
ン
ダ
人
が
同
席
し
た
会
食
の
場

で
シ
ー
ボ
ル
ト（
注
）が
来
日
し
た
話
か

ら
、「
志
」
の
話
に
な
り
、
同
時
期
に

私
の
故
郷
に
も
、「
志
は
高
く
、
鎖
国

の
中
で
さ
え
世
界
を
知
り
、
新
し
い
時

代
へ
と
日
本
を
導
い
た
」
思
想
家
、
吉

田
松
陰
が
い
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
語
っ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
だ
し
ま
す
。

（
注
）
ド
イ
ツ
生
ま
れ
。
日
本
か
ら
帰

国
後
オ
ラ
ン
ダ
の
官
職
に
就
く
。
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韓
国
で
料
理
が
一
番
お
い
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
、
全
羅
道
（
創
業
者
、
夫

の
出
身
地
）
の
味
を
基
本
と
し
て
、
食

材
に
こ
だ
わ
り
、
体
の
健
康
増
進
に
役

立
つ
料
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
薬

食
同
源
・
・
体
づ
く
り
は
食
に
あ
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
安
全
な
食
を
通

じ
て
、“
健
康
で
い
つ
ま
で
も
活
力
あ

る
人
生
づ
く
り
”
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

食
材
や
味
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
肉
は

九
州
産
和
牛
を
メ
イ
ン
に
米
国
産
、
米

は
新
潟
こ
し
ひ
か
り
、
韓
国
か
ら
直
接

仕
入
れ
る
韓
国
産
唐
辛
子
な
ど
な
ど
、

素
材
や
味
の
追
求
、
青
磁
独
自
の
手
作

り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
和
牛
の
お

い
し
さ
に
備
長
炭
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

炭
で
焼
く
海
鮮
モ
ノ
も
美
味
。

　

今
か
ら
20
年
以
上
前
に
な
り
ま
し
ょ

う
か
？
実
家
の
兄
夫
婦
が
来
た
折
、
そ

の
当
時
は
モ
ン
ゴ
イ
カ
を
使
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
イ
カ
を
食
べ
た
兄
が
、「
節

子
、
こ
れ
は
ま
ず
く
て
食
べ
ら
れ
ん

わ
！
」
と
の
一
言
に
、「
そ
う
だ
！
子

ど
も
の
頃
食
べ
た
お
い
し
い
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
を
、
海
な
し
県
の
群
馬
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と
す

ぐ
に
、
山
口
県
漁
連
萩
支
部
に
連
絡
を

入
れ
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

ケ
ン
サ
キ
イ
カ
導
入
当
時
は
、
イ
カ

に
し
て
は
値
段
も
高
く
、
な
か
な
か
出

ま
せ
ん
。
お
得
意
様
が
見
え
る
た
び
に
、

「
私
の
出
身
、
萩
地
方
で
獲
れ
る
お
い

し
い
イ
カ
で
す
」
と
サ
ー
ビ
ス
を
繰
り

返
し
、
３
年
位
経
っ
て
よ
う
や
く
、
お

客
様
か
ら
の
注
文
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
、
青
磁
で
食
べ
る
萩
イ
カ

絶
賛
の
お
客
様
が
沢
山
で
す
。

　

創
業
者
（
13
年
半
前
に
亡
く
な
っ
た

夫
）
は
韓
国
か
ら
日
本
に
来
て
間
も
な

く
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
家
中
に
散
布
し
た
直
後
、

当
時
日
本
で
大
流
行
の
肺
結
核
に
か
か

り
、
治
療
手
術
後
、
す
で
に
私
と
知
り

合
っ
た
頃
は
片
肺
状
態
で
し
た
。

　

あ
ま
り
無
理
の
き
か
な
い
体
、
東
京

で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
見
切
り
を

夫
の
国
の
韓
国
料
理
、
焼
肉
屋
を
や
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

東
萩
駅
か
ら
松
本
川
に
架
か
る
萩
橋

を
、
風
の
強
い
日
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
ス

カ
ー
ト
を
押
さ
え
押
さ
え
渡
っ
て
、
田

町
の
賑
や
か
な
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
を

抜
け
、
高
校
の
門
に
た
ど
り
着
く
や
、

校
碑
に
向
か
っ
て
一
礼
。
こ
の
一
礼
は

校
門
を
出
る
時
も
同
じ
く
、
３
年
間
一

度
も
欠
か
さ
ず
続
き
ま
し
た
。

　

朝
５
時
45
分
頃
須
佐
高
山
の
家
を
出

て
、
蒸
気
機
関
車
に
乗
り
、
萩
商
工
近

く
に
あ
っ
た
神
戸
パ
ン
屋
さ
ん
で
、
未

だ
準
備
中
に
特
別
な
計
ら
い
で
？
須
佐

か
ら
の
同
級
生
３
人
娘
、
作
り
た
て
の

パ
ン
を
か
じ
る
の
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は

お
い
し
く
楽
し
か
っ
た
こ
と
！
教
室
で

は
、
遠
く
か
ら
通
う
男
子
生
徒
が
、
昼

弁
当
を
待
ち
き
れ
ず
、
既
に
開
い
て
食

べ
て
い
た
光
景
も
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。

　

私
は
須
佐
出
身
で
す
が
、
萩
と
合
併

し
て
ま
ず
嬉
し
い
こ
と
は
、
自
分
の
出

身
地
を
“
萩
”
と
言
え
ば
、
一
言
で
通

じ
る
こ
と
。

　

風
光
明
媚
な
山
海
の
恵
み
多
い
、
北

長
門
一
帯
。
必
死
で
生
き
た
萩
藩
の

人
々
の
歴
史
は
日
本
国
民
の
大
き
な
心

の
支
え
で
す
。
そ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
々
は
、
幸
せ
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

故
郷
は
遠
き
に
在
り
て
思
う
も
の
。

年
々
歳
々
、
思
い
は
深
ま
り
ま
す
。
そ

こ
に
住
む
人
々
、
遠
く
か
ら
思
い
を
は

せ
る
人
々
“
よ
り
良
い
萩
づ
く
り
”
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

■お薦めメニュー／もちろん焼肉は何でも、萩
のイカ、萩の魚干物、キムチ、冷麺、スープは
すべてこだわり手作り、石釜ビビンバ、萩いか
＆海老入りチヂミ、生春巻き、焼肉弁当
＊メニュー商品の全国宅配もやっています。
＊ホームページ　seiji―hoto.com

■㈲青磁　店舗紹介
館林本店

小山店

熊谷店

太田店

営業時間（全店共通）
定休日

群馬県館林松原1-16-47　
☎0276・73・3184
席数：100席　駐車数：50台
アクセス：東北道館林インターから車で５分
東武伊勢崎線　館林駅より車で５分
栃木県小山市東城南5-25-1
☎0285・28・3120
席数：120席　駐車数：50台
アクセス：ＪＲ小山駅より車で７分
埼玉県熊谷市上之1032
☎048・527・0888
席数：120席　駐車数：50台
アクセス：ＪＲ熊谷駅より車で15分
群馬県太田市飯塚町603-3
☎0276・47・0129
席数：120席　　駐車数：50台
アクセス：東武伊勢崎線太田駅より車で７分
　　　　　11：00〜22：00
無休（年末年始を除く）

代表取締役会長 柳 節子さん
（萩市須佐高山出身、萩商工高昭和 39 年卒）

（旧姓 下田）

群馬・栃木・埼玉県

萩ゆかりの
人と店

つ
け
、
生
活

の
た
め
？
商

売
を
始
め
る

こ
と
に
し
ま

し
た
。
資
金

も
無
く
片
肺

の
夫
を
支
え

ら
れ
る
商
売

を
と
飲
食
店
、

薬
膳
魚（
の
ど
ぐ
ろ
、金
太
郎
）

小山店（栃木県）
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国
家
技
能
検
定
一
級
表
装
技
能
士
山

口
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
を
持
つ
職
人
中

の
職
人
で
あ
り
、
山
口
県
表
具
内
装
組

合
連
合
会
会
長
と
山
口
県
表
具
内
装
高

等
職
業
訓
練
校
の
校
長
を
務
め
、
表
装

士
の
担
い
手
を
育
て
る
か
た
わ
ら
、
中

高
生
に
数
学
・
物
理
を
教
え
る
神
南
塾

を
35
年
続
け
て
き
た
老
舗
表
具
店
の
４

代
目
当
主
・
神
南
元
義
さ
ん
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

兄
２
人
、
姉
２
人
の
５
人
兄
弟
、
神

南
表
具
店
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た

私
は
、
父
の
「
棺
桶
に
片
足
を
入
れ
か

け
た
こ
ろ
に
な
っ
て
や
っ
と
人
に
認
め

ら
れ
る
こ
ん
な
仕
事
を
子
ど
も
た
ち
に

さ
せ
た
く
な
い
。
勉
強
を
し
て
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
や
り
な
さ
い
」
と
育

て
ら
れ
、
他
の
兄
姉
と
同
じ
よ
う
、
跡

を
継
ぐ
こ
と
は
考
え
ず
、
大
学
へ
行
き
、

卒
業
後
は
東
京
の
証
券
会
社
で
働
い
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
父
が
脳
い
っ
血
で
亡
く
な
っ

た
の
は
就
職
し
て
２
年
目
。
父
が
亡
く

な
っ
て
も
店
を
畳
ま
ず
、
仕
事
場
で
布

団
も
引
か
な
い
で
仮
眠
を
と
る
ほ
ど
日

夜
働
く
母
と
叔
母
を
ほ
っ
と
く
わ
け
に

い
か
ず
、
社
会
人
に
な
っ
て
一
番
若
い

私
が
仕
事
を
辞
め
、
表
具
店
を
手
伝
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
並
み
以
上
に
努
力
す
る
こ
と
は

で
き
る
」
と
い
う
自
信
だ
け
持
っ
て
表

具
店
の
仕
事
を
始
め
、
無
い
技
術
を
補

う
た
め
に
、
考
え
る
暇
な
く
一
生
懸
命

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
甥
と
姪

の
勉
強
を
見
て
く
れ
と
姉
に
頼
ま
れ
家

庭
教
師
的
に
始
め
た
塾
も
、
４
、５
年

や
っ
て
い
た
ら
知
ら
ぬ
間
に
人
数
が
増

え
、
35
年
続
い
て
い
ま
す
。
仕
事
が
忙

し
い
と
き
に
は
塾
で
２
時
間
半
の
時
間

を
取
ら
れ
る
の
は
正
直
き
つ
い
も
の
で

し
た
が
、
若
い
子
と
接
す
る
こ
と
で
頭

が
固
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、
半
分
は

自
分
の
た
め
で
し
た
の
で
、
表
具
店
の

仕
事
を
徹
夜
し
て
で
も
手
を
抜
く
こ
と

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

塾
を
始
め
た
当
初
は
、
子
ど
も
を
預

か
っ
た
か
ら
に
は
成
績
を
伸
ば
さ
な
く

て
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
く

や
っ
て
い
る
と
、
教
え
子
が
病
気
で
倒

れ
た
り
、
早
く
し
て
亡
く
な
る
の
を
経

験
す
る
う
ち
に
、
最
近
で
は
、
先
ず
健

康
で
い
て
ほ
し
い
、
そ
の
次
は
あ
る
程

度
思
い
や
り
が
あ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
、
３
番
目
に
勉
強
も
含
め
努
力
が
で

き
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

父
の
言
葉
ど
お
り
、
職
人
と
し
て

真
っ
当
に
値
段
を
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
55
歳
を
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
と

い
っ
て
も
、
今
度
は
、
作
業
中
に
起
こ

り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
を
想
定
し
仕
事
を
す

神
かんなみ

南 元
もとよし

義 さん
（御許町・61歳）

萩 の 職 人 紹 介

を
支
え
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
頼
め
ば

何
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
町
の

人
が
知
っ
て
い
て
、
町
の
人
が
職
人
を

大
切
に
し
、
町
の
人
が
職
人
を
育
て
て

く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
代
で
は
ス
ー

パ
ー
、
百
貨
店
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
…
、

何
を
手
に
す
る
に
も
一
か
所
で
大
体
賄

え
る
よ
う
に
な
り
、
畳
屋
と
建
具
屋
と

表
具
屋
の
区
別
が
つ
か
な
い
人
が
多
い

ほ
ど
、
職
人
に
と
っ
て
厳
し
く
、
職
人

か
ら
商
売
屋
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い

世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
技
術
大
国
日
本
を
支
え
て

き
た
の
は
今
も
昔
も
や
は
り
職
人
で
、

安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
は
、
将
来
的
に
は

皆
の
た
め
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
職

人
の
道
は
決
し
て
た
や
す
い
も
の
で
は

な
く
、
や
り
た
い
と
本
気
で
思
う
人
に

し
か
勧
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
職
人
が
残
る
よ
う
な
世
の
中

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

■有限会社 神南表具店
襖、掛け軸、額、屏風などの製造・修復
住所　萩市御許町50
時間　9:00〜18:30（年中無休）
☎　０８３８・２２・１２６６

父
の
意
に
反
し
て

中
高
生
に
塾
の
先
生

職
人

る
よ
う
に
な
り
、

逆
に
時
間
を
要
す

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
良
い
職
人
で

い
よ
う
と
す
る
と

常
に
カ
ツ
カ
ツ
な

の
で
す
。
そ
ん
な

私
も
今
で
は
塾
の

先
生
だ
け
で
な
く
、

職
業
訓
練
校
の
校

長
と
し
て
担
い
手

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

昔
は
職
人
が
町

御許町交差点近くの店舗・作業場
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オーナー
天沼 はるみ さん

（東田町・42歳）

萩 の 店 紹 介

■フルーツカフェ　あまぬま
住所　萩市土原 464-1-1 Ｆ
営業時間　11:00 〜 23:30 オーダー
ストップ　※日曜日は 18:00 まで
定休日　水曜日
☎　０８３８・２２・１４３１

　

長
年
、
田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
商
店
街

の
果
物
屋
さ
ん
と
し
て
、
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
営
ま
れ
て
い
た
、「
あ
ま
ぬ

ま
」
さ
ん
が
、
昨
年
７
月
ア
ト
ラ
ス
萩

店
隣
、
萩
殿
ビ
ル
１
階
に
店
舗
を
移
し
、

フ
ル
ー
ツ
カ
フ
ェ
あ
ま
ぬ
ま
と
し
て
新

し
い
ス
タ
イ
ル
で
果
物
を
提
供
す
る
お

店
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
フ
ル
ー
ツ
カ

フ
ェ
あ
ま
ぬ
ま
の
オ
ー
ナ
ー
・
天
沼
は

る
み
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

富
山
県
出
身
の
私
が
、
こ
の
萩
に
嫁

い
で
き
た
の
が
今
か
ら
18
年
前
の
24
歳

の
時
で
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

ほ
と
ん
ど
働
い
て
い
た
記
憶
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
生
ま
れ
た
家
は
決
し
て
裕
福

な
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
小
学
校
高

学
年
の
頃
か
ら
牛
乳
配
達
の
バ
イ
ト
を

し
、
そ
れ
か
ら
化
粧
品
屋
さ
ん
、
Ｃ
Ｄ

レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
た
こ
焼
屋
、
喫

茶
店
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
す
し
屋
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
、
焼
き
鳥
屋
…
ほ
ん
と

色
々
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
は
、

友
達
が
み
ん
な
で「
日
曜
日
何
す
る
？
」

と
話
し
て
い
た
ら
、
私
が
答
え
る
よ
り

先
に
「
は
る
み
は
バ
イ
ト
だ
よ
ね
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
就
職
し
て
も
、
バ
イ
ト
を
２
つ

し
て
い
て
、
給
料
の
多
く
を
財
形
貯
蓄

に
回
し
て
い
た
の
で
、
不
思
議
に
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

そ
ん
な
働
き
づ
め
の
生
活
は
萩
に
嫁

い
で
き
て
も
同
じ
で
、
結
婚
式
の
翌

日
に
新
婚
旅
行
に
１
泊
２
日
で
い
き
、

帰
っ
て
直
ぐ
仕
事
。
そ
れ
ま
で
色
々
な

仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
仕
事

で
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

果
物
屋
が
こ
ん
な
に
大
変
な
仕
事
な
の

だ
と
驚
か
さ
れ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

今
で
も
は
っ
き
り
思
い
出
す
の
は
、
盛

り
籠
を
作
る
の
に
と
て
も
苦
戦
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
今
で
こ
そ
10
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
１

時
間
経
っ
て
も
で
き
な
く
苦
労
し
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

は
、
子
ど
も
を
背
負
っ
て
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
だ
っ
こ
し
て
て
は
仕
事
に

な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
20
代
の
頃
は
ほ

ん
と
辛
く
っ
て
、
長
期
休
暇
を
も
ら
っ

て
実
家
に
帰
る
と
、
こ
の
ま
ま
こ
っ
ち

で
暮
ら
そ
う
か
な
な
ん
て
考
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

30
歳
を
過
ぎ
る
と
、
仕
事
に
も
慣
れ

て
き
て
少
し
余
裕
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い

た
バ
イ
オ
リ
ン
を
、
主
人
に
内
緒
で
習

い
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
音
楽
は

と
て
も
好
き
で
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
習

う
こ
と
は
お
ろ
か
、
独
学
で
何
か
を
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
音
符
を
読

む
こ
と
に
苦
戦
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で

も
３
年
く
ら
い
す
る
と
人
前
で
弾
け
る

く
ら
い
に
は
な
り
、
ｍ
ａ
ｐ 

ｃ
ａ
ｆ

ｅ
と
い
う
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
ま

し
た
。
さ
す
が
に
そ
の
時
に
主
人
に
バ

レ
て
し
ま
い
、
怒
ら
れ
る
か
な
と
思
い

ま
し
た
が
、
逆
に
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
の
嫁
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
け

る
こ
と
が
意
外
す
ぎ
て
、
珍
し
い
ペ
ッ

ト
を
飼
っ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。（
笑
）

　

バ
イ
オ
リ
ン
を
し
始
め
て
か
ら
は
自

分
の
時
間
を
作
り
何
か
を
す
る
こ
と
を

覚
え
、
何
に
も
な
い
自
分
に
ハ
ク
を
付

け
よ
う
と
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を

取
っ
た
り
、
昨
年
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
ナ
ナ
コ

で
月
２
回
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
第
２
・

４
日
曜
の
ホ
リ
デ
ー
ワ
イ
ド
）
を
し
た

り
と
、
積
極
的
に
動
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
長
く
商
店
街
で
営
ん
で
い
た

お
店
を
移
転
し
、
果
物
を
売
る
だ
け
で

な
く
、
加
工
し
て
提
供
し
よ
う
と
考
え

動
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
の
お

陰
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
、
更
に
忙

し
く
は
な
り
ま
し
た
が
…
。

　

新
し
い
お
店
に
し
て
半
年
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

田
町
の
夜
店
で
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を

出
し
、
そ
れ
を
飲
ん
で
い
た
子
ど
も
た

ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
毎
年
来
て
く

れ
、
そ
の
子
た
ち
の
成
長
が
感
じ
ら
れ

る
。
こ
の
新
し
い

お
店
も
そ
ん
な
お

店
に
な
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
た
ら
、
い

つ
の
日
か
仕
事
を

せ
ず
、
ゆ
っ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

に
行
け
る
生
活
を

送
り
た
い
で
す
。

働
き
づ
め

辛
い
日
々

積
極
的
に

バ
イ
オ
リ
ン
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報をお寄
せください。萩の資料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

11月19日

南風泊　漁港活魚センター（下関市）
つばき会下関支部・巴

はじょう

城会総会

　約 35 人が出席。とらふぐのコースを満喫した後、ふ
く引き大会、出身校の校歌斉唱を披露。つばき会では応
援団コールも沸き起こるなど、それぞれの会が団結の固
さを見せました。
　参加者からは、「この会の参加が自分の人生のプログ
ラムとなっている」と、心待ちにしていた旧友との再会
に喜びの表情を浮かべていました。

　60 人出席。波田直登会長から今年 2 月発行された同
窓会員名簿（約 21,900 人の会員）により、関東支部の
会員約 1,000 人の名簿を整備できたこと。また、昨年
に会則を変更して維持会費（年 2,000 円）を設定しま
したが、200 人余りからの送金や寄付により会員全員に
総会案内を郵送できたと報告がありました。来年のオリ
ンピック開催の年には、東京指月会、萩光塩高校同窓会
とつばき会による萩三高校合同による同窓会となります。

ホテル銀座ラフィナート（東京都中央区）
つばき会関東支部総会第 3 回

　55 人出席。近藤安弘会長から、恒例の長州緋桜の観
桜会は震災のため中止の報告と、須佐花火大会への寄付、
11 月の手塚猛昌顕彰碑への寄付（140 万のうち 39 万円）
のお礼がありました。また、会長が近藤さんから大和勝

11月12日

日立金属 高輪和彊館（東京都港区）

11月12日

輝さん（横浜市南区在住、
弥富出身）に交替しまし
た。後半には、須佐史談
会の増野亮さんから「吉
田松陰先生を偲ぶ」と題
した講演があり、松下村
塾と須佐育英館の交流な
ど有意義な話を聞くこと
ができました。

新会長の大和勝輝さん（左）
と近藤安弘さん

県内初の快挙!!
10年連続18回目の花園へ！

萩商工ラグビー部

　

萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
11
月
23
日
、

山
口
県
大
会
決
勝
で
、
47
対
７
で
桜
ケ

丘
高
校（
周
南
市
）を
下
し
ま
し
た
。
10

年
連
続
の
出
場
は
、
山
口
県
内
初
と
な

り
ま
す
。
山
田
聖
也
主
将
は
「
前
に
出

る
意
識
の
強
い
チ
ー
ム
。
相
手
を
ノ
ー

ト
ラ
イ
に
押
さ
え
て
初
戦
を
突
破
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
、
大
会
初
日
、
第
１
試
合

の
12
月
27
日
（
火
）
正
午
か
ら
、
東
京

都
代
表
の
東
京
高
校
と
対
戦
し
ま
す
。

12月16日壮行式

山田聖也主将
（３年生、萩西中卒）

学 校 だ よ り
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　昭和 26 年卒業後、60 年を迎える今年、40 人の同期
生が萩本陣に集まった。これまでに 117 人の同期生が
世を去り、会はまずこれらの物故者に対して黙祷を行い、
その後かつての野球部員であった矢次君の音頭で乾杯。
　来年は殆どの者が 80 歳を迎えることになるが、「元
気で 80 の坂を越えて行こう」と意気盛んに杯を交わし
ていた。出席者の半数以上が女性という女のパワーを見
せつけられた会だったが、さすがに 80 歳を前にして体
力の衰えは争えず、欠席者の多くが病院通いをしている
事実が近況報告で明らかになった。
　来年以降も会の継続を求める声も聞かれたが、どうな
るかはまだ確定していない。
　　　　　　　　　　　　 白神充和（萩市平安古在住）

11月4日

萩本陣（萩市）

会員投稿

　萩一中昭和 27 年卒業生「ラスト同窓会」を開催しま
した。会場は修学旅行で訪れた思い出の地、別府市の「花
菱ホテル」です。卒業して 60 年が経過し、卒業生 60
人中 11 人の参加で、60 年ぶりに別府を訪れた人もい
ました。翌日、皆で別府市の地獄めぐりをしました。
　「ラスト同窓会」とは言いながらも、３年経つと「ま
たやろう」ということになり、３年後の 67 歳で元気が
あるうちに萩で集まることを約束し、散会しました。
　　　　　　　　　 　　　　　吉村武男 ( 大分市在住）

10月10日
花菱ホテル（大分県別府市）

会員投稿

　明倫小学校を昭和 28 年卒業の１部６年４組、担
任は今田昌男先生でした。同窓会と言うよりもクラ
ス会と呼ぶべきかもしれません。過去は 4 年ごとに
開催していましたが、歳とともに人恋しさで 12 年
ほど前から２年ごとの開催となり、幹事は各地にい
る同級生の持ち回りです。
　今回は大名行列（萩時代まつり）に合わせて 11 月に
実施。40 数人のクラスメートの半数以上が参加、しか
も古稀を迎えた年齢で・・驚異的な出席率だとみんなか
ら言われます。お互いに 12 年ほど前に還暦を祝いまし
たが、卒業後 60 年で２度目の還暦を迎えたことになり、
今後の健康を祈念して乾杯！！
　多田耕弥（千葉県佐倉市在住）kouya@oniyooz.net

11月12日

萩本陣（萩市）

会員投稿

　前身の萩町立明倫商業補習学校創立から 100 年目の
節目に、昭和 38 年卒業生 158 人（生存者 126 人）の内、
48 人が紅燃える京都に集いました。
　萩市内以外での開催は初めてで、関西在住者を中心に
東は東京周辺から、西は北九州市まで全国各地から集合。
7 年ぶりの開催ですが卒業後初めての参加者も数人あり、
5 時間ばかり懐旧することができました。
　懇親会前後の時間を利用し、奈良正倉院、宇治平等院、
保津川船下りと嵐山周辺散策、長州ゆかりの霊明神社で
萩出身の神主さんとの懇談と隣接地にある長州志士の眠
る京都霊山護国神社、霊山歴史博物館の見学など、京都
の秋を楽しんでいました。
　次回は２年後に、卒業 50 周年と古稀の節目を記念し
て再会することを誓いあい散会しました。
  横山博（京都府八幡市在住）hiro-yo@iris.eonet.ne.jp

ホテル京阪京都（京都府）

11月10日会員投稿

10月10日
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そ
の
後
、萩
東
中
に
赴
任
し
４
年
、そ
し

て
今
い
る
西
中
で
７
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
全
国
区
と
い
う
の
は
気
に
し

て
い
ま
せ
ん
。
大
会
は
過
去
の
自
分
を

上
回
れ
る
か
ど
う
か
の
評
価
の
場
で

あ
っ
て
、
人
と
競
う
の
で
は
な
く
、
過

去
の
己
と
競
う
こ
と
を
楽
し
み
な
さ
い
、

と
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
何
パ
タ
ー
ン

か
用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
て
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
教
え
子
が
自
己
記
録
を
更
新

し
た
と
き
で
す
。
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し

た
と
き「
お
め
で
と
う
！
」と
声
を
か
け

握
手
す
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
い
で
す
。

　

３
年
間
の
成
長
を
見
届
け
て
い
な
い

状
態
で
転
任
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ば

か
り
は
公
務
員
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し

　

全
国
区
の
選
手
と
比
べ
る
と
、
ま
っ

た
く
大
し
た
こ
と
な
か
っ
た
で
す
。
３

種
競
技
で
県
大
会
２
位
だ
っ
た
の
が
最

高
で
す
。
競
技
人
口
が
多
か
っ
た
の
で
、

県
大
会
ま
で
進
む
こ
と
も
難
し
い
く
ら

い
で
し
た
。

　

大
学
が
山
口
で
あ
っ
た
の
と
、
採
用

試
験
の
前
年
に
、
福
岡
と
び
う
め
国
体

が
開
催
さ
れ
、
福
岡
県
が
体
育
教
師
を

ば
っ
く
り
採
用
し
、
大
卒
は
通
ら
な
い

と
聞
き
、
山
口
県
で
受
験
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
１
発
で
受
か
っ
た
の
で
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

お
隣
長
門
市
油
谷
の
菱ひ

し
か
い海

中
学
で

す
。
偶
然
に
も
教
育
実
習
で
お
世
話
に

な
っ
た
学
校
で
あ
っ
た
の
で
、非
常
に

縁
を
感
じ
ま
し
た
。
教
員
１
年
目
か
ら

陸
上
部
の
顧
問
も
任
さ
れ
、ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
。
こ
の
時
か
ら
朝
練
は
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
ま
す
。
菱
海
中
学
で
９
年
、

よ
う
も
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
一
度

不
条
理
な
転
任
を
言
い
渡
さ
れ
た
と
き

は
さ
す
が
に
こ
た
え
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
同
僚
の
先
生
方
に
慰
め
て
も
ら
い
、

嫁
か
ら
は
「
一
番
辛
い
時
そ
の
人
の

本
性
が
出
る
の
だ
か
ら
」
と
励
ま
さ
れ
、

当
時
は
ほ
ん
と
色
々
な
人
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
以
前
、
末
武
校
長
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
「
赴
任
先
で
も
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
生
徒
が
必
ず
い
る
の
だ
か

ら
…
」
と
い
う
言
葉
、
大
学
進
学
で
故

郷
を
離
れ
る
時
の
「
住
め
ば
都
」
と
い

う
言
葉
に
も
救
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
後
新
た
に
と
か
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

陸
上
競
技
の
本
質
、「
自
分
の
可
能
性
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽
し
さ
」を
今
ま
で

通
り
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

　

中
学
校
の
部
活
か
ら
で
す
。
決
し
て

陸
上
が
や
り
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
私
が
通
っ
て
い
た
福
岡
の

中
学
は
悪
の
巣
窟
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

唯
一
ま
と
も
な
部
活
が
陸
上
部
だ
っ
た

の
で
す
。
た
だ
、
顧
問
の
先
生
に
恵
ま

れ
、
陸
上
の
楽
し
さ
と
い
う
か
自
分
の

記
録
を
伸
ば
す
楽
し
さ
を
教
え
て
も
ら

い
、
高
校
、
大
学
と
続
け
ま
し
た
。

萩
西
中
学
校 

陸
上
部
顧
問

栗く
り
き木 

聡さ
と
る

さ
ん
（
萩
市
明
木
在
住
、 

42
歳
）

陸
上
競
技
と
の
出
会
い
は
？

選
手
と
し
て
は
ど
う
で
し
た
か
？

初
の
赴
任
先
は
？

指
導
で
の
一
番
の
喜
び
は
？

逆
に
辛
い
時
は
？

な
ぜ
山
口
の
教
員
採
用
を
受
け
た

の
で
す
か
？

今
後
の
目
標
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ど
の
学
校
で
も
全
国
区
の
ア
ス

リ
ー
ト
を
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

指
導
論
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
２
日
に
萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞
特

別
賞
を
受
賞
し
た
萩
西
中
学
校
陸
上
競
技

部
。
そ
の
陸
上
競
技
部
顧
問
と
し
て
、
多

く
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
て
き
た
栗
木
聡

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

萩西中陸上部の生徒と（栗木先生は後列の右端）

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
る
の

と
同
じ
で
、
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と

に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。「
す
ご
い
ね
」
と
言

わ
れ「
す
ご
い
だ
ろ
」で
は
な
く
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
言
え
る
生
徒

を
育
て
る
た
め
、私
も
そ
う
で
あ
り
続

け
ま
す
。
あ
と
願
え
れ
ば
、
ど
こ
に
赴

任
し
て
も
陸
上
部
の
顧
問
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◎
教
育
文
化
奨
励
賞　

　

平
成
21
年
度
〜
23
年
度
の
山
口
県
大

会
で
優
勝
な
ど
連
続
し
て
の
上
位
入
賞

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
０
０
ｍ
県
内
歴
代
最
高
を

記
録
し
た
笹
村
直
也
く
ん
、
全
日
本
の

四
種
競
技
２
位
の
南
野
智
美
さ
ん
を
育

て
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
に
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
19
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
」
で

萩
東
中
学
校
駅
伝
部
が
57
分
６
秒
の
タ

イ
ム
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

３
０
０
０
ｍ
の
平
均
記
録
は
出
場
校

中
10
位
で
し
た
が
、
１
区
で
区
間
歴
代

２
位
の
区
間
賞
を
２
年
生
の
中
村
駆

か
け
る

君
が
と
る
な
ど
、
ホ
ー
ム
で
の
地
の
利

を
い
か
し
大
躍
進
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
半
数
が
２
年
生
、

来
年
の
活
躍
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
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萩 芸術・文芸の広場

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

萩
博
物
館
だ
よ
り

　

〜
平
成
24
年
４
月
10
日（
火
）

２
月
12
日（
日
）

グ
ェ
ッ
リ
ー
ノ
・

ト
ラ
モ
ン
テ
ィ
展

　

関
西
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
藤
田
伝
三
郎

を
は
じ
め
、
久く

は
ら原

房ふ
さ
の
す
け

之
助
、
田
村
市
郎
、

鮎あ
ゆ
か
わ川

義よ
し
す
け

介
ら
萩
ゆ
か
り
の
事
業
家
た

ち
。
明
治
維
新
以
降
、
日
本
の
産
業
を

切
り
拓
き
、
現
在
の
日
本
を
代
表
す
る

企
業
の
基
礎
を
築
い
た
彼
ら
の
夢
と
情

熱
を
か
け
た
挑
戦
の
軌
跡
を
追
う
。

　

イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
が
育

ん
だ
色
彩
の
魔
術
師
ト
ラ
モ
ン
テ
ィ

（
１
９
１
５
〜
１
９
９
２
）
は
、
彫
刻
、

陶
芸
、
絵
画
の
領
域
で
も
活
躍
し
た
天

与
の
表
現
者
で
し
た
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
70
歳

以
上
、
学
生
８
０
０
円

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

　

渋
谷
英
一
さ
ん
（
椿
、
32
歳
）
の「
黒こ

く

彩さ
い
き器
」が
全
国
公
募
展
「
長
三
賞
常
滑

陶
芸
展
」
で
、
準
大
賞
に
あ
た
る
「
第

30
回
記
念
大
賞
」
を
受
賞
、
そ
の
後
第

65
回
山
口
県
美
術
展
覧
会
で
も
「
炎
舞

器
」
が
佳
作
を
受
賞
す
る
な
ど
、
若
手

陶
芸
家
と
し
て
活
躍
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
陶
芸
展
は
、
常
滑
市
の
名
誉
市

民
第
一
号
、
伊い

な奈
長ち

ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
氏
が
市
に

寄
付
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始

ま
っ
た
伝
統
あ
る
公
募
展
で
す
。

　

家
元
は
祖
父
（
渋
谷
泥で

い
し詩

）
の
代
か

ら
続
く
明
木
の
道
の
駅
「
つ
つ
じ
」
そ

ば
に
あ
る
御お

だ
い
ば
が
ま

台
場
窯
。
幼
い
頃
か
ら
萩

焼
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
が
、
本

格
的
に
「
作
品
」
を
作
り
始
め
た
の
は
、

ほ
ん
の
５
〜
６
年
程
前
と
の
こ
と
。

　
　

作
陶
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
陶

芸
協
会
の
先
生
方
や
同
世
代
の
作
陶
家

か
ら
刺
激
を
受
け
、
次
第
に
『
自
分
の

作
品
』
を
作
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
　
「
黒
彩
器
」
は
作
品
名
を
決
め
ず
、

大
き
な
動
き
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
な
が

ら
作
っ
た
。
伝
統
性
に
現
代
的
フ
ォ
ル

ム
が
溶
け
込
み
、
極
め
て
興
味
深
い
融

合
を
果
た
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
大

変
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

今
後
も
自
分
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
な
が
ら
日
常
の
中

で
受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
取
り
入

れ
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。

　

受
賞
作
は
、愛
知
県
陶
磁
資
料
館（
瀬

戸
市
）
で
１
月
15
日
ま
で
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

《女性と猫》c1990-91

○
陶
芸
館
展
示

　

三
輪
壽
雪
は
、重
要
無
形
文
化
財「
萩

焼
」
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
、
現
在

最
高
齢
（
１
０
１
歳
）
の
人
間
国
宝
で

す
。
壽
雪
陶
芸
の
最
高
峰
「
鬼
萩
」
等

30
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
休
館
日　

月
曜
日
（
１

月
２
日
・
９

日
は
開
館
）、

年
末
年
始

（
12
月
26
日

〜
１
月
１
日
）

渋谷英一さん
受賞作品の

「黒彩器」

萩緋色鉢

〜
３
月
25
日（
日
）

萩
焼
の
人
間
国
宝

三
輪
壽
雪
の
鬼
萩

鬼萩窯変割高台茶碗
平成18年（2006）

　

陶
芸
家
の
波は

た

の
多
野
善
蔵
氏
（
指
月
窯
、

堀
内
、
69
歳
）
が
11
月
４
日
「
中
国
文

化
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
中
国
地
方
の
文
化
・
芸

術
な
ど
の
各
分
野
で
優
れ
た
功
績
を
挙

げ
た
人
た
ち
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
中

国
新
聞
社
が
主
催
。

　

波
多
野
さ
ん
は
、
１
９
４
２
年
（
昭

和
17
年
）
佐
賀
県
唐
津
市
に
生
ま
れ
、

有
田
焼
と
唐
津
焼
の
修
業
を
し
て
、
萩

焼
の
波
多
野
榮
三
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
81
年
に
は
日
本
伝
統
工
芸
展
に

お
い
て
山
口
県
内
初
の
奨
励
賞
を
受
賞

し
、
今
ま
で
日
本
伝
統
工
芸
展
に
33
回

連
続
入
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

釉
薬
が
特
徴
の
萩
焼
で
、
あ
え
て
無

■波多野指月窯
住所：堀内 247-8
☎0838・22・1784

薬
で
土
か
ら
華
麗
な
発
色
「
緋
色
」
を

引
き
出
す
技
法
を
追
求
し
、
萩
焼
の
伝

統
に
新
た
な
表
現
を
確
立
。
２
０
０
２

年
、
山
口
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
り
品
の
あ
る
緋
色
を
追
求
し
、

後
世
に
残
る
よ
う
な
萩
焼
を
多
く
生
み

出
せ
る
よ
う
努
力
し
続
け
た
い
」

（萩工業平成10年卒）

■
駐
車
場　

萩
市
民
の
方

が
同
乗
の
場

合
、
無
料
と

な
り
ま
す
。

◎
年
中
無
休

　

年
末
年
始

も
開
館
し
て

い
ま
す
。

藤
田
伝
三
郎
翁
生
誕
１
７
０
年
記
念
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■
岡
田
裕 

作
陶
展

３
月
20
日（
火
・
祝
）〜
26
日（
月
）

秋
田
市
中
通
２
︲
６
︲
１

西
武
秋
田
店

（
０
１
８
・
８
３
２
・
５
１
１
１
）

■
「
三
輪
和
彦　

淵
淵
の
白
」
展

12
月
28
日（
水
）〜
１
月
10
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■TO
K

Y
O

 E
X

P
E

R
IM

E
N

TA
L 

FE
S

TIV
A

L

「
日
原
史
絵
（
箏
・
三

味
線
）
＋ 

山
本
和
智
（
作
曲
）」

　

萩
市
出
身
の
作
曲
家
、
山
本
和
智
。

３
年
の
付
き
合
い
と
な
る
パ
リ
在
住
の

箏そ
う

・
三
味
線
奏
者
、
日ひ

は
ら原

史ふ
み
え絵

の
た
め

に
書
い
た
邦
楽
作
品
を
新
作
も
含
め
一

挙
に
演
奏
。

１
月
18
日（
水
）
午
後
７
時
30
分
〜

東
京
都
渋
谷
区
神
南
１
︲
19
︲
８

ト
ー
キ
ョ
ー
ワ
ン
ダ
ー
サ
イ
ト
渋
谷

（
０
３
・
３
４
６
３
・
０
６
０
３
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

１
月
25
日（
水
）〜
30
日（
月
）

千
葉
県
船
橋
市
本
町
１
︲
２
︲
１

西
武
船
橋
店

（
０
４
７
・
４
２
５
・
０
１
１
１
）

■
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
フ
ェ
ア

　

萩
ガ
ラ
ス
の
製
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）

東
京
都
江
東
区
有
明
３
︲
11
︲
１

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
ホ
ー
ル
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
ブ
ー
ス

　
　
　
（
０
３
・
５
５
３
０
・
１
１
１
１
）

■
萩
の
よ
こ
わ
ま
ぐ
ろ
試
食
フ
ェ
ア
ー

①
「
萩
の
よ
こ
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

商
品
開
発
中
の
よ
こ
わ
パ
ス
タ
ソ
ー
ス

を
使
っ
た
パ
ス
タ
の
無
料
試
食

②
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
（
金
太
郎
の
オ

イ
ル
漬
け
）、
い
か
た
っ
ぷ
り
の
Ｘ
Ｏ

醤
な
ど
萩
の
新
し
い
水
産
加
工
品
の
販

売２
月
９
日（
木
）〜
15
日（
水
）

東
京
都
世
田
谷
区
多
摩
川
２
︲
21
︲
２

二
子
玉
ラ
イ
ズ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
地
下
１
階 O

ccatte

（
オ
カ
ッ
テ
）

（
０
３
・
６
８
０
５
・
７
３
０
４
）

■
伝
統
的
工
芸
品
展
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

２
０
１
２

　

萩
焼
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
伝
統

工
芸
品
が
一
堂
に
会
し
、
展
示
・
販
売
。

２
月
23
日（
木
）〜
28
日（
火
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店

（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
野
坂
和
左 

陶
展

３
月
１
日（
木
）〜
10
日（
土
）

東
京
都
文
京
区
本
郷
５
︲
28
︲
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
愚ぐ

れ
い怜

（
０
３
・
５
８
０
０
・
０
８
０
６
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

○
新
酒
フ
ェ
ア

　

萩
の
酒
造
も
出
展
予
定
。

３
月
上
旬

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■
岡
田
泰 

作
陶
展

１
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月
）

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
８
︲

１
︲
８

そ
ご
う
神
戸
店

（
０
７
８
・
２
２
１
・
４
１
８
１
）

■
内
村
幹
雄 

作
陶
展

１
月
11
日（
水
）〜
17
日（
火
）

岡
山
市
北
区
表
町
２
︲
１
︲
１

天
満
屋
岡
山
店

（
０
８
６
・
２
３
１
・
７
１
１
１
）

■
萩
焼
新
鋭
作
家
５
人
展

　

岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
吉
野
桃
李
、

厚
東
孝
明
、
松
野
創
平
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

１
月
19
日（
木
）〜
25
日（
水
）

松
江
市
朝
日
町
６
６
１

一
畑
百
貨
店 

５
階
サ
ロ
ン

（
０
８
５
２
・
５
５
・
２
５
０
０
）

■
萩
焼 

兼
田
知
明
・
岡
田
泰
・
松
野

創
平 

３
人
展

１
月
２
日（
月
・
祝
）〜
10
日（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

井
筒
屋 

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
・
セ
ー
ヌ 

作
陶
15

人
展

　

内
村
幹
雄
、
濱
中
月
村
、
濱
中
史
朗
、

ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
、
金
子
司
の

萩
焼
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
８
日（
日
）〜
15
日（
日
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
９
時

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
や
ま
ぐ
ち
煌
め
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
25
日（
水
）〜
30
日（
月
）

岩
国
市
三
笠
町
１
︲
１
︲
１

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

（
０
８
２
７
・
２
９
・
１
６
０
０
）

■D
ecor 　

 

空
間
茶
天

　

田
村
覚
志
（
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
）
の
線
描
画

作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

２
月
２
日（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時防
府
市
上
天
神
町
６
︲
17

関
東
地
区

空
間
茶
天（

０
８
３
５
・
２
２
・
０
０
７
３
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
新
鋭
作
家
６
人
展

　

兼
田
知
明
、
岡
田
泰
、
吉
野
桃
李
、

厚
東
孝
明
、
玉
村
信
一
、
川
口
裕
子
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

２
月
９
日（
木
）〜
13
日（
月
）

周
南
市
銀
座
２
丁
目
14

近
鉄
松
下
百
貨
店
本
館
６
Ｆ
特
設
会
場

（
０
８
３
４
・
２
１
・
５
０
０
０
）

■
萩
の
陶
芸
家
２
人
展

　

船
崎
透
、
小
川
浩
延
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

２
月
５
日（
日
）〜
26
日（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
６
時

高
知
市
横
内
１
５
３
︲
１

星
ヶ
岡
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ヂ

（
０
８
８
・
８
４
３
・
８
５
７
２
）

中
国
地
区

山
口
県
関
係

関
西
地
区

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
玉

村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
、

の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
高
松
展　

１
月
２
日（
月
）〜
22
日

（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
広
島
展　

１
月
25
日（
水
）〜
２
月

12
日（
日
）
広
島
県
立
美
術
館

◆
福
岡
展　

２
月
15
日（
水
）〜
20
日

（
月
）
岩
田
屋
本
店

◆
松
山
展　

２
月
28
日（
火
）〜
３
月

５
日（
月
）
三
越
松
山
店

第
58
回

東
北
地
区

四
国
地
区

　

今
秋
は
４
年
に
１
度
、
東
京
指
月

会
、
つ
ば
き
会
関
東
支
部
、
萩
光
塩

学
院
関
東
支
部
の
合
同
同
窓
会
。

10
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
︲
４
︲
６

日
本
工
業
倶
楽
部

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

in
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ル
「
知
ら
れ
ざ
る
幕
末
の
志
士　

山
田

顕
義
物
語
」

　

維
新
後
に
日
本
大
学
等
を
創
設
し
た

山
田
顕
義
が
青
年
時
代
を
振
り
返
る
形

で
、
松
下
村
塾
へ
の
入
門
後
、
高
杉
晋

作
ら
と
出
会
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

放
送
予
定
日　

１
月
２
日
（
月
）
午
後

３
時
30
分
〜
４
時
54
分

■
テ
レ
ビ
朝
日
「
相
棒
」

　

連
続
刑
事
ド
ラ
マ
「
相
棒
」
に
萩
市

Ａ
５
判
／
４
０
８
ペ
ー
ジ

価
格　

２
５
０
０
円
（
税
・
送
料
込
）

（
問
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ネ
ッ
ト

（
０
３
・
６
２
８
０
・
３
８
１
１
）

■
「
ふ
る
さ
と
玩
具
図
鑑
」

日
本
玩
具
博
物
館 

井
上
重
義
著

　

こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
、
ふ
る
さ
と
の

玩
具
。
47
都
道
府
県
別
に
約
３
６
０
点

を
掲
載
。
萩
市
の
鬼
よ
う
ず
と
小
萩
人

形
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格　

１
９
０
０
円

出
版
社　

平
凡
社

■
椿
山
荘
選
書
「
椿
」「
歴
史
」

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
山
県
有
朋

は
、
久
留
里
藩
（
上
総
国
）
の
江
戸
下

屋
敷
跡
を
入
手
し
「
椿
山
荘
」
と
名
づ

け
、
山
県
家
の
東
京
本
邸
と
し
て
庭
園

を
整
備
。
現
在
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
藤
田
観
光
が
経
営
し
て
い
る
。

価
格　

各
１
０
０
０
円
（
税
別
）

発
行
元　

藤
田
観
光
株
式
会
社

■
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列　

新
春
歴
史
ス
ペ
シ
ャ

萩
市
江
向
４
４
０
︲
１

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■
藍
場
川
の
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
石
川
日
登
美　

陶
芸
シ
ェ
ー
ド
ラ
ン

プ
展

２
月
16
日（
木
）〜
３
月
12
日（
月
）

萩
市
川
島
２
９
４　

藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８
・
２
６
・
１
５
３
６
）

■
映
画
「
レ
オ
ニ
ー
」
上
映
会
・
松
井

久
子
監
督
講
演
会

　

世
界
的
な
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

を
育
て
、
自
ら
も
波
乱
の
時
代
を
生
き

抜
い
た
、
ア
メ
リ
カ
女
性
レ
オ
ニ
ー
・

ギ
ル
モ
ア
の
生
涯
。
上
映
会
と
併
せ
、

松
井
久
子
監
督
の
講
演
会
を
開
催
。

２
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）
両
日
と

も
午
前
10
時
、
午
後
２
時
、
午
後
７
時

の
３
回
上
映

※
講
演
会
は
午
後
２
時
〜
の
み
で
、
講

演
会
後
に
映
画
上
映

料
金
１
５
０
０
円（
前
売
１
０
０
０
円
）

萩
市
東
田
町
18
︲
４

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
７
０
５
）

■
「
吉
田
松
陰
と
塾
生
た
ち
」

　

松
下
村
塾
開
塾
１
５
０
年
の
記
念
出

版
。
吉
田
松
陰
や
松
下
村
塾
の
塾
生
に

つ
い
て
写
真
や
年
表
な
ど
を
使
い
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

価
格　

１
０
０
０
円

（
問
）
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
「
萩
も
の
し
り
ブ
ッ
ク
」

　

萩
の
昔
と
今
が
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し

く
学
べ
ま
す
。
１
０
３
問
、
解
説
付
き
。

価
格　

５
０
０
円

（
問
）
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
「
周
防
人 

月
性 

謹
ん
で
申
す 

維

新
回
天
へ
錫
を
飛
ば
す
」　 

秋
田
博
著

　

漢
詩
で
知
ら
れ
る
僧
月
性
は
周
防
の

生
ま
れ
。
吉
田
松
陰
、
久
坂
玄
瑞
も
師

事
し
、
幕
末
、
長
州
の
藩
論
統
一
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
作
者
は
周
防
出

身
、
元
読
売
新
聞
記
者
。

出
身
の
俳
優
、
松
本
実
さ
ん
が
出
演
し

ま
す
。

放
送
予
定
日　

１
月
下
旬
〜
２
月
上
旬

毎
週
水
曜
日
午
後
９
時
〜
９
時
54
分

①
井
上
商
店
の
ふ
ぐ
だ
し
茶
漬
け
、
た

い
だ
し
茶
漬
け
、
ち
り
め
ん
山
椒
だ
し

茶
漬
け
（
各
２
袋
）
を
３
名
様
。

②
松
陰
カ
レ
ン
ダ
ー
（
詩
文
で
綴
る
吉

田
松
陰
先
生
の
生
涯
）
を
２
名
様
。

③
「
萩
も
の
し
り
ブ
ッ
ク
」
を
５
名
様
。

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
１
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

■
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
企
画
展

○
ア
ル
パ
カ
×
手
仕
事

　

ニ
ッ
ト
製
品
の
販
売
を
し
ま
す
。

１
月
15
日（
日
）ま
で

萩
市
東
田
町
１
４
４

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
藤
崎
恒
頼　

新
作
展

１
月
12
日（
木
）〜
17
日（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

出
版
情
報

テ
レ
ビ
情
報

萩
市
関
係

加
藤
貴
和
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
川
口
市
）

中
村
浩
司
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

田
中
正
之
さ
ん　
　
　
　
　
（
長
門
市
）

御
手
洗
卓
司
さ
ん（
千
葉
県
四
街
道
市
）

草
野
博
文
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

横
山
妙
子
さ
ん　
　
（
千
葉
県
香
取
市
）

吉
田
常
生
さ
ん　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

彦
田
秀
雄
さ
ん　
　
（
東
京
都
渋
谷
区
）

伊
藤
洋
之
輔
さ
ん　
（
埼
玉
県
志
木
市
）

伊
藤
敏
尚
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

佐
藤
省
吾
さ
ん　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

大
和
勝
輝
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

小
野
五
枝
さ
ん　
　
（
東
京
都
大
田
区
）

田
村
俊
夫
さ
ん　
　
（
千
葉
県
船
橋
市
）

中
村
圭
治
さ
ん　
　
（
東
京
都
練
馬
区
）

椎
名
啓
太
郎
さ
ん　
（
千
葉
県
銚
子
市
）

村
野
圭
二
さ
ん（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

末
永
實
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
大
田
区
）

白
石
将
人
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
草
加
市
）

下
岡
登
さ
ん　
　
　
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

大
原
武
さ
ん　
　
　
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

山
本
滋
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

新規（再）加入会員

山
岡
由
子
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
堺
市
）

阿
部
昌
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
富
肇
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

後
根
雅
人
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

中
村
利
之
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

永
原
孝
啓
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

綿
屋
正
之
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

秋
村
寛
之
さ
ん　
（
長
野
県
北
佐
久
郡
）

末
藤
方
啓
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

大
野
吉
次
さ
ん　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

守
永
義
次
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

寺
戸
悦
子
さ
ん　
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

田
中
由
美
子
さ
ん　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

末
竹
芳
和
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

土
井
正
則
さ
ん　
　
　
（
千
葉
県
柏
市
）

水
津
博
幸
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

掘
永
幸
秀
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

土
井
長
武
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

大
久
保
裕
元
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

古
賀
知
子
さ
ん　
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

島
根
牧
子
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
三
郷
市
）

（
10
月
25
日
〜
12
月
24
日　

43
人
）

１
月
10
日（
火
）〜
２
月
29
日（
水
）

◇
萩•

ま
ち
じ
ゅ
う
「
味
」
め
ぐ
り

　
萩
温
泉
郷 

湯
め
ぐ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
月
３
日（
金
）〜
４
月
３
日（
火
）

◇
萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

２
月
18
日（
土
）〜
３
月
20
日（
火
）

◇
萩
・
椿
ま
つ
り

３
月
４
日（
日
）

◇
萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り

３
月
11
日（
日
）

◇
萩
の
真
ふ
ぐ
ま
つ
り

３
月
24
日（
土
）

◇
萩
往
還
ワ
ン
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
２

旧
久
保
田
家
住
宅
ほ
か
11
か
所

笠
山
椿
群
生
林

山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場 

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市
場 

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

萩
往
還（
佐
々
並
〜
明
木
〜
萩
）

市
内
各
所

プ
レ
ゼ
ン
ト

イ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ

−

べ
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須佐出身

Ⓒ尾田栄一郎／集英
社・フジテレビ・東
映アニメーション

　「しそわかめ」で人気の井上商店
から、国産の真ふぐや真鯛を味わえ
るちょっと贅沢なだし茶漬けが新発
売。国産のカツオ節、昆布を使った
だしと、真空パックした魚の身を
セットにしました（単品販売あり）。
☆３種類のだし茶漬けをプレゼント
■問い合わせ
井上商店（東浜崎町９-1）
☎ 0838・22・0812

【営業時間】8:30 〜 17:00

　ふぐだし茶漬け、たいだし茶漬け、ち
りめん山椒だし茶漬け（各２袋入り）で
3,150 円（税込）。
　井上商店ホームページ内のウェブショッ
プからお買い求めいただけます。

　ＮＨＫのお昼の人気番組「ひるブラ」で、11 月 28・29 日の２日間萩
のまちが紹介されました。全国放送で、ご覧になられた方も多いのでは。
　１日目は着物姿で城下町を巡る「カフェ巡りで歴史探訪！」、２日目は
浜崎の初冬の味覚を堪能する「発見！港町のお取り寄せグルメ」で萩のま
ちを紹介しました。番組で放送された萩のお取り寄せ商品をご紹介します。

　萩市出身の俳優、松本実さん（37 歳）の出演
映画「ワイルド７」が 12 月 21 日から全国ロー
ドショー中です。７人の元犯罪者のひとりとして、
瑛太、椎名桔平、深田恭子などの豪華キャストと
肩を並べ、大迫力のハイパーアクション映画。

　「12 年前ルーキーだった僕も成長したところもファンの皆さんに聴い
ていただきたいです」ときただにさん。日本のアニメソング界で活躍する
実力派メンバーで構成するユニット「JAM Project」のメンバーとして
も、世界各地で活動中。
　原作「ONE PIECE」は 1997 年から連載が始まり、単行本の発行部
数が２億 5,000 万部に達するほどの超ベストセラー。テレビアニメはフ
ジテレビで毎週日曜日午前９時 30 分から放映中。

　須佐出身のアニメソング歌手、
きただにひろし（本名　北谷洋、
43 歳）さんが大人気のテレビア
ニメ「ONE PIECE」の新主題
歌「ウィーゴー！」を歌い、大活
躍中です。12 年前の放送開始時
のオープニング曲「ウィーアー！」
で全国的におなじみとなり、今回、
新主題歌に抜擢されました。

萩でお馴染みの金太郎、あまだい、のどぐろの
干物を紹介。そしてシロサバフグをからからに
乾した「干しふぐ」は、かつて萩のおせち料理
の必需品。年末には軒下に吊るされた干しフグ
が萩の暮の風物詩でした。

住吉神社の境内で天日干し。沖に良い漁場があ
り、水揚げしてすぐ工場へ運ばれるから新鮮そ
のもの。萩ならではの食べ方は、アツアツのご
はんに大盛りのちりめんをのせて、どうぞ。

原料にエソを使い、遠火で 40 〜 50 分かけて
ゆっくり焼く、萩ならではの焼き抜き蒲鉾。「普
通香りがしないのに、この蒲鉾は香りがあって
おいしい」。ごぼう巻きも紹介されました。

◆広松（越ケ浜1区）☎0120・397114
本場山口から、ふく料理を送ります。
ふくのたたき、のどぐろの一夜干し

◆たつち（浜崎新町 19-76）
☎ 0120・220636
ちりめんはすべて天日干し、あまだい、
瀬つきあじ、金太郎の一夜干し。

芸能・料理

たいだし茶漬け

ふぐだし茶漬け

ちりめん山椒
だし茶漬け


